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     (1) うわさ等から判明した場合 
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                              （関係機関との連携） 

         

 

 

(2) 教師がいじめを発見した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長・教頭への報告 

  ↓ 

校長の指示（今後の指導） 

職員会(再発防止のため) 

 

問題行動のうわさ等        

事実の確認 

  学担 ： できるだけ多くの情報の収集 

      （日時、場所、金銭・物品、関係者、状況） 

いじめに対する措置（緊急時の組織的対応） 

 
 １ いじめ等の問題行動への対応 

① 事実の確認をする。 

② いじめを止め、被害者を守る。 

③ 職員会議を行い、解決策や指導の方針を立て、組織として対応する。 

④ 保護者の協力を得ながら指導の徹底を図る。 

⑤ 状況によっては、関係機関の協力を得て指導を進める。 

④  

臨時のハートフル委員会 

（解決が困難な場合） 

  今後の対応について協議 

 

 

 

事実の確認② 

  学担 ： 教育相談 

  （日時、場所、金銭・物品、関係者、状況） 

校長に報告 

（１）に沿って対応 

校長・教頭への報告 

  ↓ 

校長の指示（今後の指導） 

  ↓ 

再発防止 

関係機関・保護者との連携 

 

加害児童の保護者との話合い 

 

被害児童の家庭訪問（校長または教頭・学

担） 

  状況説明・児童の様子の確認 

事実の確認① 

  店舗や警察からの情報収集 

  （日時、場所、金銭・物品、関係者、状況） 

加害者・周りの児童への指導 

校長・教頭へ報告 

 

職員への報告 

いじめの発見 

強い態度でいじめを止め、被害者を守る。 

学級担任が被害者と加害者に教育相談を行い、事実の確認を行う。この時、別の職員

が同席し、記録をとっていく。 

組織全体で対応 

 

原因が複雑な場合 

市教育委員会、関係機関への連絡 

 

 

 



 

 


